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	この遺伝子は、基本的なヘリックス-ループ-ヘリックスドメインと2つの特徴的なPASドメイン、そしてPACドメインを含むタンパク質をコードしている。コードされているタンパク質は、リガンド結合型アリール炭化水素受容体に結合し、この複合体の核への移行を助け、そこで異物代謝に関与する遺伝子の発現を促進する。このタンパク質は、低酸素誘導因子1による転写制御の補因子でもある。白血病において、この遺伝子座と12番染色体上のETV6（etsバリアント6）遺伝子の染色体転座が報告されている。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じる。[RefSeq提供、2013年10月]、機能：Ah（ダイオキシン）受容体の活性に必要。このタンパク質は、リガンド結合後にリガンド結合サブユニットが細胞質から核へ移行するために必要である。その後、複合体はPAH系発がん性物質の活性化に関与する遺伝子の転写を開始する。 HIF1AまたはEPAS1/HIF2Aとのヘテロ二量体は、低酸素状態への適応応答の転写調節因子として機能する。,類似性：1つの基本ヘリックス-ループ-ヘリックス（bHLH）ドメインを含む。,類似性：1つのPAC（PAS関連C末端）ドメインを含む。,類似性：2つのPAS（PER-ARNT-SIM）ドメインを含む。,サブユニット：効率的なDNA結合には、別のbHLHタンパク質との二量体形成が必要である。AHR、AHRR、HIF1A、EPAS1/HIF2A、および他のbHLHタンパク質とヘテロ二量体を形成する。TACC3と相互作用する（類似性による）。NOCA7と相互作用する。,
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	1:2,000 に希釈した HIF-1 β/ARNT マウス mAb を使用したマウス脳組織のウエスタンブロット分析。
	

	1:200 に希釈した HIF-1 β/ARNT マウス mAb を使用したパラフィン包埋マウス脳組織の免疫組織化学分析。

